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兵庫県南部地震の被災者の方々への義援金にご協力を
市民のみなさまからご箇力いただいている義援金については i月末現在1似尚万円を緊急

支援物資とともに送らせていただきました。

IJ(お字u，しよげますとともに、引き続きみなさまのご憶力をお願いします。
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ご協力のお*"

奈良市社会福祉協議会奈良市、
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以ょの方々の僧にも多くの幡峨b'ら心暖まる積

~l現物資が匿名で寄ttsn ， ，庫銀金の総額

"盟主里圭合計37，566，803門!このまつでい

ぎす.ご凶力ありがとうございました.

市民の磁棟ほか多くの方々と共に 被災地の一

日も早い復旧をお祈D閉し上げま~.
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